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【要  旨】  
自己免疫疾患は、全身性と臓器特異的な疾患に大別される。 1 型糖尿病は膵
β 細胞を標的とした臓器特異的自己免疫疾患であり、しばしば他の自己免疫疾
患を併発する。稀に全身性自己免疫疾患の併発例があり、多数の自己免疫疾患
を併せ持っている。 1 型糖尿病患者において、その併発のリスク因子を知るこ
とは有用であり、自己免疫疾患併発例と非併発例の遺伝素因の差異を検討した。
対象は当科通院中の 1 型糖尿病女性で、全身性自己免疫疾患併発例 10 名 (A 群 )、
臓器特異的自己免疫疾患併発例 36 名 (B 群 )、自己免疫疾患非併発例 28 名 (C 群 )
の合計 74 名。合計 6 遺伝子 (CTLA4, PTPN22, SUMO4, IRF5,STAT4,BLK)・ 13SNP
と HLA を各 群で 比較 し た。 PTPN22 遺伝 子の promoter 領 域の SNP であ る
rs2488457(-1123G>C)の C allele 頻度と HLA-DRB1*0405-DQB1*0401 保有率は C
群と比較して A 群、 B 群共に有意に高値であった。 C 群に対するオッズ比は
rs2488457(-1123G>C)C allele は A 群 4.26、B 群 2.87、HLA-DRB1*0405-DQB1*0401
は A 群 7.0、B 群 3.3 であった。rs2488457(-1123G>C)C allele と HLA-DRB1*0405-
DQB1*0401 は、 1 型糖尿病に他の自己免疫疾患を併発する重要な遺伝素因であ
る可能性が示唆された。  
